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昭
和　

年
４
月
に
白
石
町
と
周
辺
６
村

29

が
合
併
し
て
白
石
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
交
通
網
は
、
内
陸
の
都
市
ら
し

く
隣
町
へ
続
く
道
路
が
、
市
の
中
心
部
か

ら
放
射
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

白
石
市
が
宮
城
県
と
福
島
県
の
両
県
庁

所
在
地
の
中
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
北

新
幹
線
の
白
石
蔵
王
駅
、
東
北
自
動
車
道

の
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
、

首
都
圏
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仙
台
空
港
へ
は
、
車
で　

分
と

４５

い
う
交
通
の
要
所
で
す
。

　

面
積
は　

・　

平
方
㌔
㍍

286
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◎
白
石
市
の
木
・
花
・
鳥

　

�
市
の
木
・
・
・
ブ
ナ

　

�
市
の
花
・
・
・
ヤ
マ
ブ
キ

　

�
市
の
鳥
・
・
・
ウ
グ
イ
ス

　

白
石
城
は
白
石
市
の
中
心
部
に
あ
る
益

岡
公
園
に
あ
っ
た
平
山
城
で
、
中
世
期
末

期
こ
ろ
、
地
元
の
土
豪
白
石
氏
の
居
城
で

し
た
が
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
以
降

は
仙
台
城
の
支
城
と
し
て
伊
達
家
の
重
臣

片
倉
氏
が
代
々
居
城
し
、
元
和
元
年
（
１

６
１
５
）
の
一
国
一
城
令
後
も
例
外
的
に

『
城
』
と
し
て
の
存
続
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

明
治
維
新
時
に
は
、
白
石
城
で
奥
羽
越

列
藩
同
盟
が
結
ば
れ
る
な
ど
歴
史
が
大
き

く
転
換
す
る
時
に
た
び
た
び
登
場
し
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
明

治
２
年
に
は
白
石
藩
知
事
と
な
っ
た
南
部

家
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
が
城
主
と
な
り
、

そ
の
後 
按  
察  
府 
と
い
う
明
治
政
府
の
広
域

あ
ん 
さ
っ 

ぷ

行
政
府
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

片
倉
家
は
、
開
拓
費
用
に
充
て
る
た
め

白
石
城
の
売
却
を
申
請
し
、
城
は
陸
軍
省
、

大
蔵
省
へ
と
管
轄
が
移
り
、
つ
い
に
大
蔵

省
よ
り
明
治
７
年
に
民
間
に
払
い
下
げ
処

分
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
随
時
解
体
さ
れ
、

わ
ず
か
に
茶
室
、
古
井
戸
、
大
手
門
礎
石
、

石
垣
の
一
部
を
残
す
の
み
で
し
た
。

　

白
石
市
民
の
長
年
の
夢
、
白
石
城
の
復

元
は
、
市
民
の
間
か
ら
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
復
元
の
運
動
が
起
こ
り
、
平
成
４

年
に
石
垣
に
着
手
し
、
平
成
７
年
に
三
階

 
櫓 
（
天
守
閣
）
と
大
手
門
を
復
元
し
ま

や
ぐ
ら

し
た
。

　

な
お
、
本
市
の
郷
土
資
料
館
は
、
白
石

市
の
白
石
城
を
モ
デ
ル
と
し
て
昭
和　

年
５６

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
道　

号
を
西
方
へ
小
原
方
面
に
向
か

113

い
、
白
石
川
上
流
に
出
る
と
、
水
と
緑
と

岩
が
奏
で
る
見
事
な
景
観
美
の
広
が
る 
碧 へき

 
玉
渓 
で
す
。

ぎ
ょ
く
け
い

　

明
治
の
文
豪
・ 
徳  
富  
蘇  
峰 
が
こ
の
地
を

と
く 
と
み 

そ 

ほ
う

訪
れ
た
際
に
、
そ
の
渓
谷
美
に
感
動
し
、

命
名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
深
い
、

緑
色
を
宿
し
た
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い
渓

谷
で
す
。

　

新
緑
の
時
期
に
は
、
生
ま
れ
た
て
の
緑

が
目
に
し
み
、
そ
う
快
さ
も
ひ
と
き
わ
。

夏
に
な
れ
ば
、
川
風
が
心
地
よ
く
、
気
持

ち
ま
で
涼
し
く
な
れ
ま
す
。
秋
の
紅
葉
は
、

な
か
な
か
の
風
情
。
雪
景
色
に
な
れ
ば
、

ま
さ
に
一
幅
の
墨
絵
の
趣
と
、
一
年
を
通

じ
て
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

白
石
川
上
流
の
い
で
湯
、 
小  
原 
温
泉
。

お 

ば
ら

緑
豊
か
な
渓
谷
に
面
し
た
風
光 
明  
媚 
な
湯

め
い 

び

の
里
は
、　

年
も
の
歴
史
を
重
ね
、
眼
病

800

に
効
く
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

南
蔵
王 
不  
忘  
山 
の
頂
か
ら
く
だ
っ
た
谷

ふ 

ぼ
う 
さ
ん

あ
い
に 
湧 
く
、
静
か
な
温
泉
郷
。 
鎌  
先 
温

わ 

か
ま 
さ
き

泉
の
名
称
は
、　

年
以
上
も
前
に
、
里
人

600

が
鎌
の
先
で
さ
ぐ
り
あ
て
た
温
泉
と
い
う

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

神
経
痛
や
手
術
後
の
保
養
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
奥
羽
の
薬
湯
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

雄
大
な
蔵
王
を
仰
ぐ

わ
た
く
し
た
ち
白
石
市
民
は

自
然
を
愛
し

住
み
よ
い
白
石
を　

つ
く
り
ま
す
。

文
化
を
高
め　

美
し
い
心
を

そ
だ
て
ま
す
。

健
康
で
あ
た
た
か
い

家
庭
を
き
ず
き
ま
す
。

仕
事
に
は
げ
み　

豊
か
な
郷
土
を

つ
く
り
ま
す
。

き
ま
り
を
守
り　

明
る
い
社
会
を

き
ず
き
ま
す
。

白
石
市
民
憲
章
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▲白石城三階櫓と大手二ノ門

▲碧玉渓

▼鎌先温泉
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